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 要  旨 
[背景] ZnO(酸化亜鉛)は、室温でのエネルギーギャップが 3.2eV と大きく、新規高効率蛍光体の
作製をめざして蛍光イオンをドープする研究が多く行われている。母体 ZnO から蛍光イオンへ光
励起されたエネルギーが効率的に移動する必要があるが、多くの報告は試料作製に関するもので、
エネルギー移動についての研究は限られている。本研究では、Eu（ユーロピウム）を添加した ZnO
微細結晶を対象として時間分解発光測定を行い、ZnO-Eu 間のエネルギー移動に関する知見を得
ることを目的とした。 
[実験結果] 微細結晶の形状としては多面体と一次元結晶の２通りを用いた（Eu-ZnO 多面体、
Eu-ZnO ニードル）。Eu(NO3)3 粉末をペーストした Si(100)基板表面へ ZnO を輸送気相成長させて
作製したものである。多面体の大きさは 2m 程度、ニードルは直径が 0.1-0.5m で長さが 10m
程度である。YAG レーザーから得られる 355nm を光源とし、時間分解能 10ns で発光測定を行
った。右図は、Eu-ZnO 多面体における時間分解発光スペクトルである。光励起(10mJ/cm2)から
620ns、720ns、6720ns の後には、500nm を中心とする ZnO 中酸素欠陥からの発光が得られて
いる。減衰時間を測定すると、100ns 以下、1.2s、10s の
3 種の成分が含まれていることがわかった。このように発光
を時間分解することにより、6720ns から 27720ns にかけて、
Eu3+の 4f6 内殻遷移による 610 nm (5D0－7F2)のピークが生じ
た。減衰時間を測定すると 20s であった。弱励起や連続波
励起ではこの Eu3+からの発光ピークは確認できず、この強励
起の場合に ZnO から Eu3+にエネルギー移動が生じている可
能性がある。ZnO 酸素欠陥からの発光は Eu を添加していな
い ZnO 多面体や ZnO ニードルでもみられ、その減衰時間は
ZnO 多面体、ZnO ニードル、Eu-ZnO 多面体で同じであった。
しかし、Eu-ZnO ニードルでは、他の試料でみられた 4.8s の
減衰時間成分が 20s に伸長しており Eu3+発光の減衰時間と
同じになっていることがわかった。ZnO から Eu3+だけでなく、
Eu3+から ZnO への逆励起過程が存在していると考えられる。 
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